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祈念館における体験記調査の調査対象について

以下４種の被爆体験記（※１）を対象とした。

① 厚生労働省が実態調査時に収集した被爆体験記

② 祈念館が収集した被爆体験記

③ 図書に記載された被爆体験記

④ 証言ビデオにおける被爆体験記（※２）

（注）同一人による複数執筆や同一内容の図書への複数回の掲載などの重複は排除していない（重複して計上されている可能性あり）。

※１：「被爆体験記」は被爆者（手帳保持者または体験記の内容から手帳保持者に該当すると思われる者）が書いた体験記と整理されている。

※２：証言ビデオについては、長崎祈念館及び広島平和記念資料館作成分を含め対象とした。

調査対象

・本文のテキスト化がなされていないもの
（145,143件）

抽出された被爆体験記及び証言ビデオ（計5,880件）を広島祈念館の職員15人が分担して
読み込み、入力補助票（資料３－２）を作成する。その内容を別の職員が確認する。

4,850件 1,030件
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・本文のテキスト化がなされているもの（2,479件）
・証言ビデオ（2,817件）

・被爆地が「広島」であるもの

・登場地が調査対象地域（４頁参照）のいずれか
の体験記
・登場地の時間区分が昭和20年8月6日

・被爆地が「広島」であるもの

・テキストに「雨」という文字が含まれているもの



（参考）調査対象の作成年代について

執筆年（厚労省は収集年度）・撮影年 体験記数

厚生労働省が実態調査時に収集した
被爆体験記

104,312編 平成7年度分 81,205編

平成17年度分 11,778編

平成27年度分 11,329編

祈念館が独自に収集したもの 3,415編 昭和20年～昭和41年 99編

昭和42年～昭和63年 219編

平成元年～平成16年 737編

平成17年～現在 734編

不明 1,626編

図書
（執筆年が不明のものは発行年とする。)

5,310冊 39,895編 昭和20年～昭和41年 1,750編

昭和42年～昭和63年 14,157編

平成元年～平成16年 18,418編

平成17年～現在 5,548編

不明 22編

証言ビデオ
（長崎祈念館及び広島平和記念資料館作成分を含む）

2,817編 昭和61年～昭和63年 158編

平成元年～平成16年 1,232編

平成17年～現在 1,373編

不明 54編

計 150,439編 150,439編

令和３年３月１６日現在

※ 同一人による複数執筆や同一内容の図書への複数回の掲載などの重複は排除していない。
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抽出された体験記の状況について
抽出された体験記：5,880件

日本語以外（除外）：81件

雨の情報

無関係：3,941件 例）「雨漏り」「梅雨」などの記載だった場合。

不明：173件

被爆後の降雨：1,685件

調査対象地域

対象外：1,014件
例）被爆地域の記述 「天満町の土手に出た時、ちょうど雨が降り出しました。」

不明：182件

対象地域：489件

雨の強弱

強い：140件、弱い：38件

強弱の記述なし：311件
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調査対象地域
国立広島原爆死没者追悼平和祈念館

地図の出典『国土数値情報 行政区域データ「昭和25（1950）年10月 1日時点」』国土交通省 4



調査対象地域と被爆体験記数
国立広島原爆死没者追悼平和祈念館

地図の出典『国土数値情報 行政区域データ「昭和25（1950）年10月 1日時点」』国土交通省

※赤丸のみの場合は、体験記数が1件。
10件以上の体験記がある場合は、「∞」と表示。
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調査対象地域における雨の降り始め時刻
国立広島原爆死没者追悼平和祈念館

地図の出典『国土数値情報 行政区域データ「昭和25（1950）年10月 1日時点」』国土交通省

色 降り始め時刻 件数

不明 191

午前 242

午後 48

夜 8
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（参考１）放射線影響研究所における「雨」情報

• 放射線影響研究所の基本調査票（MSQ: Master Sample 
Questionnaire）において、 「雨」に関する質問項目がある。

• 第６回 「原爆体験者等健康意識調査報告書」等に関する
検討会（平成24年１月20日）において、同調査票に基づい
たデータが提示されている。【参考資料４】

• 今般の祈念館調査と同様、「雨が降った」と記載している方
の情報が中心となる。

※ 基本調査票（MSQ）：1950 年の国勢調査附帯調査において広島・長崎で被爆した
と回答した全国約28 万人のうち、1950 年当時に広島・長崎のいずれかに居住してい
た約20 万人を対象に1956～61 年に実施され、その後の調査の基本情報として用い
られているもの。

※ MSQ には、「雨」に関する質問項目として、「Was person caught in Fallout Rain?（原
爆直後雨ニ逢イマシタカ？）: Yes, No, Unknown」と「Where（場所）:（自由記載1 マ
ス）」がある

７



（参考１）放射線影響研究所における「雨」情報
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（参考１）放射線影響研究所における「雨」情報
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（参考２）降雨体験者の時間的・地理的分布について

• 「原爆体験者等健康意識調査報告書」等の検証に関するワーキング
グループにおいて、黒い雨の降り始めおよび降り止んだ時刻の回答
が得られている71 歳以上の1,080 人について、降雨体験場所毎に、
毎時刻の体験者数を地図上にプロットされている。【参考資料５】
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（参考２）降雨体験者の時間的・地理的分布について
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（参考２）降雨体験者の時間的・地理的分布について
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（参考２）降雨体験者の時間的・地理的分布について
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